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０
０
㍑
ド
ラ
ム
缶
40
万
本
・
最

終
規
模
３
０
０
万
本
）
、
④
ウ
ラ

ン
濃
縮
工
場
で
、
こ
れ
ら
の
建
設

費
総
額
は
約
２
兆
７
２
８
０
万

円
。
固
定
資
産
税
の
目
減
で
財
政

悪
化
の
途
上
に
あ
る
村
に
と
っ

て
は
頼
み
の
綱
の
施
設
な
の
だ
。 

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
捨
て
場 

ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
再
処
理
工

場
や
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
最
終

処
分
地
選
定
が
進
ま
な
い
こ
と

へ
の
不
安
を
抱
き
、
反
核
を
支
持

す
る
村
民
も
い
る
。 

最
終
処
分
施
設
建
設
の
手
続

き
を
決
め
た
「
高
レ
ベ
ル
処
分

法
」
の
も
と
、
『
原
子
力
発
電
環

境
整
備
機
構
』
が
02
年
か
ら
概

要
調
査
地
区
の
公
募
を
開
始
し

た
が
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る
文
献

調
査
に
も
入
れ
て
い
な
い
。（
09

年
3
月
現
在
） 

応
募
す
る
自
治
体
に
対
し
て

は
、
応
募
し
た
だ
け
で
文
献
調
査

の
一
年
間
に
2.1
億
円
、
概
要
調

査
に
入
れ
ば
単
年
度
20
億
円 

 

さ
ら
に
、
低
所
得
者
層
へ
の
保

険
料
「
減
免
制
度
」
の
周
知
が

十
分
に
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
資

格
証
明
書
、
短
期
保
険
証
発
行

の
現
状
を
質
し
た
。
鋭
い
質
問

に
、
市
当
局
の
答
弁
は
暫
し
行

き
詰
っ
た
。 

備
事
業
で
は
、土
地
開
発
公
社

か
ら
１
６
６
５
８
㎡
の
用
地

を
２
億
５
０
０
０
万
円
で
買

い
戻
し
、来
年
度
よ
り
公
園
整

備
が
実
施
さ
れ
る
。 

 

条
例
改
正
で
は
、錦
田
こ
ど

も
園
の
保
育
園
棟
が
９
月
か 

 

 

や
が
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

輸
送
船
が
き
て
、
わ
た
し
た
ち

転
属
兵
は
そ
れ
で
、
五
月
三
十

一
日
、
今
は
ヤ
ン
ゴ
ン
と
い
わ

れ
る
ビ
ル
マ
の
中
心
都
市
ラ

ン
グ
ー
ン
に
運
ば
れ
た
の
で

し
た
。 

 

日
本
軍
の
ビ
ル
マ
進
攻
作

戦
は
、
昭
和
十
七
年
一
月
末
に

始
ま
り
、
第
三
十
三
・
第
五
十

五
・
第
十
八
・
第
五
十
六
と
い

う
四
個
師
団
の
兵
力
で
、
英
印

軍
と
中
国
軍
を
圧
倒
し
、
ほ
ぼ

四
か
月
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民

地
の
ビ
ル
マ
全
土
を
占
領
し

た
の
で
す
。 

 

わ
た
し
た
ち
が
、
ビ
ル
マ
に

到
着
し
た
と
き
、
幸
運
に
も
初

期
の
作
戦
は
終
り
、
目
指
す
三

島
野
戦
重
砲
兵
第
三
連
隊
は
、 

の
配
属
が
、
三
島
か
ら
や
っ
て

き
た
、
作
戦
終
了
後
最
初
の
補

充
要
員
で
あ
る
六
十
名
の
将

兵
の
運
命
を
分
け
た
の
で
す
。 

 

第
一
大
隊
に
配
属
さ
れ
、
ビ

ル
マ
に
残
っ
た
半
数
は
、
昭
和

十
九
年
の
、
牟
田
口
中
将
に
依

る
強
引
な
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

失
敗
の
後
、
反
攻
に
転
じ
た
イ

ギ
リ
ス
軍
と
の
戦
闘
で
半
数

が
戦
死
し
、
さ
ら
に
、
わ
た
し

と
い
っ
し
ょ
に
第
二
大
隊
に

配
属
に
な
っ
て
テ
ィ
モ
ー
ル

ヘ
転
進
し
た
者
で
も
、
鬼
頭
大

尉
の
第
五
中
隊
に
ま
わ
さ
れ

た
連
中
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

ラ
ウ
テ
ン
守
備
と
な
り
、
食
糧

の
欠
乏
と
マ
ラ
リ
ア
で
、
百
三

十
名
の
隊
員
の
う
ち
、
十
八
名

が
戦
病
死
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
た
っ
た
二
人
、
第

六
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
わ
た

し
と
渡
辺
君
は
、
南
部
テ
ィ
モ 

 

あ
る
野
戦
重
砲
兵
の
物
語
（
11
） 

        
     

秋 

元 

実 

 
 

│ 

そ 

し 

て 

六 

月 

│ 
 

樺
忌
の
き
ょ
う
を
濡
ら
し
て
降
り
つ
づ
く
六
月
の 

雨
夕
ぐ
れ
長
し 

 

ゆ
す
ら
う
め
落
つ
る
を
朝
に
聞
い
て
い
る
時
の
過 

ぎ
ゆ
く
樺
忌
幾
と
し 

 

襤
褸
布
を
丸
め
て
球
蹴
る
囚
人
ら
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ 

ト
の
島
に
は
じ
ま
る 

               
-

ロ
ベ
ン
島
は
か
つ
て
政
治
囚
の
島
だ
っ
た- 

 

受
刑
囚
マ
ン
デ
ラ
も
い
て
ボ
ー
ル
蹴
る
ア
パ
ル
ト 

ヘ
イ
ト
廃
す
る
を
込
め 

 

国
の
礎
を
か
た
め
沸
き
立
つ
Ｗ
杯
ブ
ブ
セ
ラ
ひ
び 

か
せ
人
び
と
が
舞
う 

 

草
食
と
呼
ば
れ
て
久
し
き
若
者
ら
踊
り
固
ま
り 

「
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
連
呼
す 

浅
野 

和
子 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

ー
ル
で
、
ど
う
や
ら
生
き
残
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

 

当
時
、
第
二
大
隊
七
百
名
の

将
兵
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
中
国

軍
を
追
う
作
戦
を
終
え
、
中
国

と
の
国
境
を
越
え
て
、
サ
ル
ウ

イ
ン
河
畔
の
拉
孟
と
そ
の
後

方
の
龍
陵
に
駐
屯
し
て
お
り
、

わ
た
し
た
ち
第
二
大
隊
配
属

兵
は
、
鉄
道
組
十
五
名
と
ト
ラ

ッ
ク
組
十
名
に
分
か
れ
て
、
中

央
平
原
か
ら
シ
ャ
ン
高
原
に

か
け
て
、
約
八
百
キ
ロ
を
北
上

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
わ
た
し
は
、
ト
ラ
ッ
ク
組

に
指
定
さ
れ
、
召
集
の
古
兵
を

交
え
た
十
名
の
兵
隊
と
荷
台

に
座
り
、
か
ら
だ
を
寄
せ
合
っ

て
、
未
知
の
世
界
へ
の
、
二
泊

三
日
の
旅
に
出
掛
け
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。 

（
つ
づ
く
） 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

第
二
大
隊
を
、
最
前
線
の
中
国

雲
南
省
の
拉
孟
に
置
い
て
、
第

一
大
隊
だ
け
、
ビ
ル
マ
中
部
か

ら
ラ
ン
グ
ー
ン
に
帰
還
し
、
そ

の
北
郊
の
、
か
つ
て
英
印
軍
の

住
居
だ
っ
た
高
床
式
の
コ
カ

イ
ン
兵
舎
で
、
戦
い
の
疲
れ
を

癒
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た。 

 

わ
た
し
た
ち
追
及
兵
は
、
そ

こ
で
第
一
大
隊
と
第
二
大
隊

に
分
け
ら
れ
、
わ
た
し
は
、
同

期
同
年
齢
の
渡
辺
隆
雄
君
と

ふ
た
り
、
第
六
中
隊
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。 

 

野
重
三
の
第
二
大
隊
に
は
、

大
隊
本
部
・
第
四
中
隊
・
第
五

中
隊
・
第
六
中
隊
・
大
隊
段
列

と
五
つ
の
中
隊
が
あ
り
ま
し

た
が
、
連
隊
本
部
の
人
事
係
に

よ
る
各
中
隊
へ
の
こ
の
と
き

の 

 

議
長
、
副
議
長
選
挙 

 

毎
年
、
恒
例
の
よ
う
に
議

長
・
副
議
長
が
１
年
限
り
で
辞

任
す
る
た
め
、６
月
議
会
最
終

日
、足
立
議
長
に
代
わ
り
佐
藤

議
長
が
、
ま
た
、
石
綿
副
議
長

に
代
わ
り
碓
井
副
議
長
が
選

出
さ
れ
た
。 

議
長
、副
議
長
の
任
期
は
１

年
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、議

会
多
数
会
派
の
思
惑
で
毎
年

１
年
で
交
代
し
て
い
る
。 

 

一
般
質
問 

 

一
般
質
問
は
21
日
か
ら

４
日
間
に
渡
り
16
人
の
議

員
が
登
壇
し
た
。 

 

主
な
質
問
は
、川
原
議
員
は

郷
土
資
料
館
の
移
転
新
築
に

つ
い
て
質
し
、耐
震
補
強
か
ら

移
転
新
築
に
転
換
し
た
経
緯

や
建
設
費
用
、
運
営
経
費
、
ま

た
運
営
の
難
し
さ
等
に
つ
い

て
当
局
の
答
弁
を
求
め
た
。 

 

市
長
の
答
弁
は
、
当
初
、
耐

震
補
強
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

補
強
工
事
は
１
億
５
千
万
円

も
か
か
る
。移
転
新
築
で
は
３

億
円
、現
状
で
は
楽
寿
園
内
に

有
り
、入
園
者
の
不
便
を
考
慮

し
、
こ
の
際
、
新
築
に
切
り
替

え 

結
論
は
、
共
同
化
に
よ
り

合
理
的
な
土
地
利
用
を
行

い
、
商
店
街
全
体
を
ひ
と
つ

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
見
立
て
、
業
種
の
偏
り
を

正
し
、
適
切
配
置
す
る
。
中

小
商
業
者
が
生
き
残
る
に

は
、
個
別
の
努
力
と
、
合
理

的
土
地
利
用
、
都
市
計
画
と

し
て
の
明
確
な
位
置
付
け
、

土
地
の
権
利
調
整
を
行
う
、

市
街
地
再
開
発
事
業
を
実
施

す
る
。
そ
れ
ら
を
高
松
市
の

提
案
の
も
と
決
定
し
た
。
事

業
は
成
功
し
、
街
の
賑
わ
い

が
甦
っ
た
と
い
う
。 

三
島
も
こ
ん
な
例
に
倣
い

た
い
も
の
だ
。 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 
六
ヶ
所
村
の
村
長
選 

６
月
20
日
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
事
業
を
争
点
と
し
た
村
長
選

で
現
職
の
古
川
氏
が
新
顔
で
反

核
燃
団
体
に
所
属
す
る
梅
北
氏

を
大
差
で
破
り
、
３
選
を
果
た
し

た
。
再
処
理
工
場
な
ど
の
核
燃
関

連
施
設
で
村
に
入
る
固
定
資
産

税
や
交
付
金
を
活
用
し
、
道
路
整

備
や
学
校
、
診
療
所
、
保
育
所
な

ど
の
公
共
事
業
を
積
極
的
に
進

め
る
と
訴
え
た
古
川
氏
を
建
設

業
界
、
村
議
20
人
全
員
が
支
持
。

日
本
原
燃
や
東
京
、
東
北
両
電
力

な
ど
の
電
力
業
界
も
強
力
に
支

援
し
た
結
果
だ
。 

財
政
危
機
に
ア
メ
ア
ラ
レ 

現
在
六
ヶ
所
村
に
あ
る
核
燃

関
連
施
設
は
、
①
使
用
済
燃
料
貯

蔵
プ
ー
ル
を
含
む
再
処
理
工
場
、

②
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯

蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
（
ガ
ラ
ス
固
化

体
１
４
４
０
本
・
最
終
規
模
２
８

８
０
本
）
、
③
低
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
（
２ 

（
最
高
7
年
間
70
億
円
）
の

交
付
金
が
貰
え
る
。
だ
が
、
お
金

を
貰
え
ば
最
終
処
分
地
を
押
し

付
け
ら
れ
る
こ
と
は
見
え
見
え
。 

調
査
を
受
け
入
れ
よ
う
と
画

策
し
た
市
長
に
対
し
リ
コ
ー
ル

騒
ぎ
に
な
っ
た
自
治
体
も
あ
る

ほ
ど
だ
。
ど
こ
も
引
き
受
け
手
が

な
け
れ
ば
、
現
在
管
理
貯
蔵し
て

い
る
六
ヶ
所
村
が
最
終
処
分
地

に
さ
れ
る
可
能
性
大
だ
。 

地
層
処
分
は
安
全
な
の
か 

地
表
か
ら
数
百
～
千
ｍ
程
度

の
深
い
地
層
に
埋
め
る
隔
離
型

処
分
が
安
全
に
実
施
で
き
る
か

は
実
証
さ
れ
て
お
ら
ず、
処
分
推

進
の
研
究
者
か
ら
見
て
も
不
確

定
要
素
が
極
め
て
大
き
い
と
さ

れ
、
国
際
的
に
も
地
層
処
分
の
見

直
し
の
動
き
が
あ
る
く
ら
い
だ
。

六
ヶ
所
村
の
人
々
の
不
安
は
当

然
。
電
気
を
豊
か
に
使
っ
た
挙
句

の
極
め
て
危
険
な
ツ
ケ
を
一
部

地
域
に
押
し
付
け
て
い
る
こ
と

に
、
私
た
ち
は
決
し
て
鈍
感
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。（
終
） 

資
料
＝
西
尾
漠
『
放
射
性
廃
棄
物
の
す
べ
て
』、

原
子
力
資
料
室
編
『
原
子
力
市
民
年
鑑
』 

 

ミ
ー
ホ
ー
ル
で
地
方
自
治
経

営
学
会
研
究
大
会
が
あ
っ
た

の
で
出
か
け
て
き
た
。全
国
か

ら
８
０
０
人
を
超
す
地
方
議

会
関
係
者
が
参
加
し
た
大
会

だ
っ
た
。 

 

二
日
間
に
わ
た
り
８
分
野

の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
た
。 

そ
の
中
で
特
に
目
を
引
い
た

事
例
発
表
が
、
「
沈
没
寸
前
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
、ゴ
ー
ス
ト

タ
ウ
ン
の
通
り
を
見
事
甦
ら

せ
た
。売
り
上
げ
は
実
に
３
倍 

 

に
、
全
国
の
都
市
、
各
地
か

ら
連
日
、
視
察
相
次
ぐ
〝
都

市
活
用
モ
デ
ル
大
賞
〟
〝
国

土
交
通
大
臣
賞
〝
受
賞
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。 

 

日
本
全
国
ど
こ
で
も
そ
う

だ
が
、
古
い
商
店
街
は
軒
並 

   

み
客
足
は
遠
の
き
、
多
く
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化
し
て

い
る
。
車
社
会
の
中
で
、
郊

外
に
大
型
量
販
店
が
進
出
。

都
市
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
に

加
え
少
子
高
齢
化
で
商
店
街

は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
す
る

の
が
通
例
だ
。
そ
ん
な
通
例 

 

を
覆
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ

た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。 

 

事
例
紹
介
は
香
川
県
高
松
市

丸
亀
町
商
店
街
。
高
松
市
は
県

庁
所
在
地
、
人
口
約
41
万
人
。

三
島
市
の
約
４
倍
。
四
国
の
玄

関
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。 

   

「
高
松
丸
亀
町
商
店
街
」
は
、

高
松
市
の
中
心
商
業
地
区
の
真

ん
中
に
位
置
す
る
全
長
４
７
０

ｍ
の
商
店
街
。
有
名
ブ
ラ
ン
ド

を
扱
う
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
多
く
、

流
行
の
先
端
を
行
く
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
性
の
高
い
商
店
街
と
し
て

高
松
の
商
店
街
を
リ
ー
ド
し
て

 

き
た
と
い
う
。
ま
た
、
丸
亀
町

は
開
町
以
来
、
４
０
０
年
余
り

の
歴
史
を
誇
る
町
で
あ
る
。 

20
数
年
前
、
高
松
に
お
い

て
も
地
元
ス
ー
パ
ー
に
よ
る
郊

外
へ
の
大
型
店
出
店
が
始
ま
っ

て
い
た
。
商
店
街
の
通
行
量
は

減
少
し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
建
て

替
え
や
、
商
店
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
駐
車
場
の
増
設
だ
け
で
は
、

通
行
量
の
減
少
に
対
応
で
き

ず
、
丸
亀
町
は
衰
退
す
る
と
い

う
危
機
感
が
生
ま
れ
た
。 

そ
こ
で
、
青
年
会
が
中
心

と
な
っ
て
再
開
発
委
員
会
を

発
足
さ
せ
、
将
来
の
丸
亀
町

商
店
街
の
あ
り
方
に
つ
い
て

真
剣
に
議
論
を
重
ね
た
。 

 

三
島
市
６
月
議
会 

       

補
正
予
算
・一
般
質
問
等 

  

 

去
る
５
月

14
日
、
15
日
、

東
京
神
田
、
明

治
大
学
ア
カ
デ

 

高
松
丸
亀
町
商
店
街 

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
か
ら
生
き
返
り 

三
島
市
６
月
議
会
が
、
６

月
15
日
か
ら
29
日
ま
で
休

会
日
を
は
さ
み
、
延
べ
６
日

間
に
渡
り
行
わ
れ
た
。 

平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
で
は
、
地
域
子
育

て
創
生
事
業
（
８
事
業
） 

 

こ
と
を
求
め
た
。 

 

下
山
議
員
の
質
問
で
は
、
国

民
健
康
保
険
の
社
会
保
障
制
度

の
側
面
か
ら
問
い
質
す
も
の

で
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
市

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
説
明
で
は
、

健
康
を
維
持
す
る
上
で
、
国
民
、

加
入
者
の
権
利
と
し
て
の
説
明

が
不
十
分
と
指
摘
。
ま
た
収
納

率
低
下
の
要
因
は
何
か
や
保
険

税
負
担
の
軽
減
等
を
求
め
た
。 

 

efefefefefefegef 

え
た
と
の
こ
と
。 

 

鈴
木
議
員
の
質
問
で
は
、
子

宮
頸
が
ん
対
策
で
、
予
防
ワ
ク

チ
ン
摂
取
に
つ
い
て
市
の
助

成
を
求
め
る
と
質
し
た
。
市
長

答
弁
で
は
、
９
月
補
正
で
、
小

６
、
中
３
を
対
象
に
全
額
補
助

し
た
い
。
財
源
は
入
札
で
浮
い

た
お
金
を
利
用
す
る
と
言
う

も
の
で
あ
っ
た
。 

 

栗
原
議
員
の
質
問
は
、
中
学

校
に
お
け
る
「
暴
力
・
い
じ
め

問
題
」
へ
の
学
校
、
市
教
委
の

対
応
に
つ
い
て
で
、
暴
力
行
為

件
数
、
い
じ
め
認
知
件
数
。
暴

力
を
受
け
た
生
徒
の
警
察
へ

の
被
害
届
が
出
さ
れ
た
件
数
。

加
害
者
へ
の
出
席
停
止
、
懲
戒

が
行
わ
れ
た
件
数
等
を
質
し

た
。
当
局
の
答
弁
で
は
、
平
成

21
年
度
で
は
暴
力
事
件
は

21
件
、
い
じ
め
件
数
82
件
。

警
察
へ
の
被
害
届
２
件
。
こ
れ

に
対
し
、
栗
原
議
員
は
、
い
じ

め
や
暴
力
事
件
は
後
を
絶
た

な
い
、
総
点
検
を
求
め
る
と

し
、
と
り
わ
け
学
校
現
場
で
は

組
織
的
な
対
応
を
行
う
こ
と

を
求
め
、
対
処
方
針
を
明
確
に

し
、
地
域
、
父
母
に
公
開
す
る 

 

 楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 

月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣）

原
発
は
い
ら
な
い
⑱ 

  

放
射
能
の
ゴ
ミ 

そ
の
４ 

         

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

 

８
万
円
の
追
加
。 

各
小
学
校
耐
震
補
強
事
業

で
は
一
般
競
争
入
札
の
結

果
、
７
８
２
３
万
円
の
減
額

補
正
と
な
っ
た
。 

向
山
古
墳
群
史
跡
公
園
整 

 

ら
オ
ー
プ
ン
に
な
り
、名
称
変

更
や
定
員
増
な
ど
に
よ
る
条

例
改
正
と
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
条
例
の
一
部
改
正
が
提
案

さ
れ
、
そ
の
他
、
条
例
改
正
で

は
７
案
件
が
提
案
さ
れ
た
。 

 

６
３
１
８
万
円
追

加
。
主
な
内
容

は
、・
公
園
内
施
設

整
備
事
業（
遊
具
の

新
設
・
更
新
）
３
２

２
５
万
円
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事

業（
施
設
の
拡
充
と

充
実
）２
０
０
０
万

円
等
。 

緊
急
雇
用
創
出

事
業
（
６
事
業
12

名
）
で
は
、
１
４
４ 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

あとにつづくものを信じて走れ 
憲法９条呼びかけ人 井上ひさし
さんが残したメッセージ 
私たちはどう応えればよいのでしょう 

日時：７月１９日（月）午後６時４５分 
会場：本町タワービル ４Ｆ 会議室 
ビデオ：井上ひさしさんが残したメッセージ 
入場無料 参加者フリートーク 第５２回 
みしま憲法９条の会  
みしま中部憲法９条を守る会 
三島市民講座 
三島・田方憲法９条を守る会 
連絡先 975-2855 加土井 
   973-1189 栗原 

    971-3348 山口 
    977-2016 木内 

教育学集会 

いま、子どもも教師も 
追い込まれている！ 

★新指導要領と教科書の問題 
日時：７月１７日（土）午後２時～ 
会場：せせらぎ会館、２階大会議室 
     （佐野美術館西側） 

講演：小佐野 正樹氏 
（子どもと教科書全国ネット２１ 

常任運営委員） 
民主教育をすすめる三島の会 
代表 山口 康司 
ＴＥＬ：971-3348  

平家物語を読む会 
と き：毎月第１，２，３金曜日 
    午前１０時～１２時 
ところ：沼津駅前パレット集会室 
テキスト：岩波文庫「平家物語」 
会費   月３０００円 
問い合わせ 055-972-4953 

こくごビレッジ（高月） 
☆見学自由 お気軽にご参加下さい。 


